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虛
堂
送
別
偈
と
そ
の
周
邊
　

中
瀬
　
祐
太
朗
（
花
園
大
学
卒
業
生
）

衣
川
　
　
賢
次
（
花
園
大
学
教
授
）　

一
．「
明
明
説
與
虛
堂
叟
」

　
『
一
帆
風
』
の
卷
頭
を
飾
る
虛
堂
智
愚
の
送
別
偈
は
、
虛
堂
智
愚
の
南
浦
紹
明
へ
の
印
可
、
日
本
へ
の
佛
法
相
傳
の
證
明
、

以
後
の
日
本
禪
宗
の
隆
盛
を
預
言
し
た
も
の
と
さ
れ
、
宗
門
で
は
古
來
こ
れ
を
「
日
多
の
記
」
と
呼
ん
で
珍
重
し
て
き
た
傳

統
が
あ
る
。
妙
心
寺
の
開
山
關
山
慧
玄
（
一
二
七
七
～
一
三
六
一
）
の
「
遺
誡
」
中
に
も
、「
得
路
頭
再
過
稱
、
受
兒
孫
日
多

記
」
と
、
こ
の
「
虛
堂
送
別
偈
」
の
句
が
登
場
す
る
ほ
ど
有
名
な
も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
偈
は
虛
堂
作
の
偈
で
は
な
く
南
浦
作
の
偈
で
あ
る
と
い
う
説
を
入
矢
義
高
氏
が
提
出
さ
れ
た
。
短
い
文

章
な
の
で
こ
こ
に
全
文
を
揭
げ
る
こ
と
に
す
る
。
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大
德
寺
の
開
山
・
大
燈
國
師
の
師
で
あ
っ
た
大
應
（
南
浦
紹
明
）
が
、
宋
に
渡
っ
て
虛
堂
智
愚
に
參
ず
る
こ
と
七

年
、
咸
淳
三
年
に
辭
去
し
て
歸
國
す
る
に
際
し
、
虛
堂
が
大
應
に
書
き
與
え
た
と
さ
れ
て
い
る
偈
一
首
が
あ
る
。

敲
磕
門
庭
細
揣
磨　
　

門
庭
を
敲
磕
し
て
細
か
に
揣
磨
し

路
頭
盡
處
再
經
過　
　

路
頭
盡
く
る
處
再
び
經
過
す

明
明
説
與
虛
堂
叟　
　

明
明
に
虛
堂
叟
に
説
與
す

東
海
兒
孫
日
轉
多　
　

東
海
兒
孫
日
に
轉
た
多
か
ら
ん
と

　

こ
の
偈
は
大
應
に
對
す
る
虛
堂
の
印
可
證
明
と
見
な
さ
れ
、「
日
多
の
記
」（
記
と
は
授
記
、
つ
ま
り
預
言
の
意
）
と

も
呼
ば
れ
て
、
日
本
の
臨
濟
禪
で
は
寶
物
扱
い
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
結
論
を
先
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
こ
れ
は
絶

對
に
虛
堂
の
作
で
は
な
く
、
作
者
は
大
應
自
身
と
す
る
ほ
か
は
な
い
。

　

そ
の
こ
と
の
明
白
な
證
據
は
、
第
三
句
の
「
明
明
に
虛
堂
叟
に
説
與
す
」
で
あ
る
。「
は
っ
き
り
と
虛
堂
老
人
に

言
っ
て
や
る
」
と
い
う
意
で
あ
り
、
そ
の
主
格
が
虛
堂
で
は
な
く
て
大
應
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
こ
そ
「
明
明
」
で
あ

る
。
從
來
は
こ
の
句
を
「
明
明
に
説
與
す
虛
堂
叟
」
と
讀
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
で
も
「
虛
堂
叟
」
は
絶
對
に
主
語
に
は

な
り
得
な
い
。

　

こ
ん
な
本
末
顛
倒
し
た
初
歩
的
な
誤
讀
が
、
な
ぜ
禪
門
で
は
七
百
年
以
上
も
ま
か
り
通
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
全

く
不
思
議
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
も
し
こ
の
偈
の
原
本
に
虛
堂
叟
書
と
い
う
署
名
が
あ
っ
た
な
ら
、
そ
れ
は
僞
物

で
あ
る
こ
と
を
自
ら
語
っ
た
も
の
で
し
か
な
い
。
妙
心
寺
開
山
の
遺
誡
に
も
こ
れ
を
虛
堂
の
授
記
と
し
て
舉
げ
る
が
、

い
よ
い
よ
お
か
し
い
。
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大
應
國
師
は
不
世
出
の
傑
物
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
無
理
を
し
て
ま
で
虛
堂
の
〝
印
可
〟
の

偈
を
作
っ
て
箔
を
附
け
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
洞
山
禪
師
い
わ
く
、「
先
師
を
全
て
肯う

け

が
う
は
、
即
ち
先
師
に
辜そ

負む

く
こ
と
な
り
」
と
。
大
應
が
師
の
虛
堂
を
も
超
出
す
る
禪
者
で
あ
っ
た
の
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
だ
け
で
十
二
分
な
の

で
あ
り
、「
雪
上
に
霜
を
加
え
る
」
こ
と
は
無
用
の
は
ず
で
あ
る
。（「

大
應
國
師
の
偈
」、『
同
朋
』
第
八
十
號
、
一
九
八
五
）

　

入
矢
氏
の
説
は
至
っ
て
明
快
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
三
句
の
「
明
明
説
與
虛
堂
叟
」
を
從
來
は
「
明
明
に
説
與
す
虛
堂

叟
」
と
讀
ん
で
、
こ
の
句
の
主
語
を
「
虛
堂
叟
」
と
解
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
の
誤
り
で
あ
り
、「
明
明
に
虛
堂

叟
に
説
與
す
」
で
あ
っ
て
、「
虛
堂
叟
」
は
目
的
語
に
し
か
讀
め
な
い
、
虛
堂
を
主
語
と
す
る
句
と
い
う
傳
承
の
偈
で
あ
る

な
ら
ば
、
こ
れ
は
虛
堂
作
の
偈
で
は
な
く
、
南
浦
作
の
偈
と
い
う
ほ
か
は
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
詩
偈
の
讀
み
か
た
（
解
釋
）
に
か
か
わ
る
句
法
上
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、「
説
與
～
」
と
い
う
場
合
、「
説
與
」
の

下
に
置
か
れ
る
名
詞
が
主
語
と
な
り
得
る
か
否
か
を
檢
討
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
入
矢
氏
の
意
見
が
發
表
さ

れ
た
あ
と
、
三
十
年
ち
か
く
に
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
認
め
る
と
認
め
な
い
を
問
わ
ず
、
誰
ひ
と
り
と
し
て
檢
證

し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
奇
異
な
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
い
わ
い
今
で
は
用
例
の
檢
索
は
容
易
で
あ

る
。

　

以
下
に
舉
げ
る
の
は
「
説
與
～
」、
そ
れ
と
同
義
の
「
説
似
～
」
の
用
例
で
あ
る
。
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［
一
］
邵
武
軍
龍
湖
普
聞
禪
師
「
臨
示
寂
聲
鐘
集
衆
説
偈
」（『
禪
林
僧
寶
傳
』
卷
五
、『
五
燈
會
元
』
卷
六
、
中
華
書
局
『
全
唐

詩
續
拾
』
卷
四
十
七
）

我
逃
世
難
來
出
家
，
宗
師
指
示
箇
歇
処
。
住
山
聚
衆
三
十
年
，
尋
常
不
欲
輕
分
付
。
今
日
分
明
説
似
君
，
我
斂
目
時
齊

聽
取
！我

れ
世
難
よ
り
逃
れ
來
っ
て
出
家
す
る
に
、
宗
師
箇
の
歇
処
を
指
示
す
。
住
山
し
衆
を
聚
む
る
こ
と
三
十
年
、
尋

常
輕か

る
が
るし
く
分
付
す
る
を
欲
せ
ず
。
今
日
分
明
に
君
ら
に
説
似
す
、
我
れ
目
を
斂お
さ

む
る
時
齊
し
く
聽
取
せ
よ
！

［
二
］『
朱
子
語
類
』
卷
七
十
九
「
尚
書
・
咸
有
一
德
」（
中
華
書
局
、
第
五
册
二
〇
三
二
頁
、
一
九
八
六
）

伊
尹
告
太
甲
，
前
一
篇
許
多
説
話
，
都
從
天
理
窟
中
抉
出
許
多
話
，
分
明
説
與
他
，
今
看
來
句
句
是
天
理
。

伊
尹
の
太
甲
に
告
げ
し
前
の
一
篇
の
許
多
の
説
話
は
、
都み

な
天
理
窟
中
よ
り
許
多
の
話
を
抉
出
し
て
、
分
明
に
他

に
説
與
す
、
今
看
來
る
に
句
句
是
れ
天
理
な
り
。

［
三
］『
朱
子
語
類
』
卷
一
百
五
「
孟
子
要
指
」（
中
華
書
局
、
第
七
册
二
六
三
一
頁
、
一
九
八
六
）

時
舉
曰
．．「
孟
子
前
面
多
是
分
明
説
與
時
君
。
…
…
」

時
舉
曰
く
、「
孟
子
は
前
面
に
て
多お

是お

く
分
明
に
時
君
に
説
與
す
。
…
…
」

［
四
］
南
宋
林
同
撰
『
孝
詩
』（
四
庫
全
書
集
部
別
集
類
）

李
賢　

從
師
學
，
或
譏
其
業
不
進
。
答
曰
．．「
豈
能
領
徒
受
業
？ 
至
如
忠
孝
之
道
，
實
銘
於
心
。」
誰
知
學
進
處
，
不

在
好
爲
師
？ 

好
把
銘
心
道
，
分
明
説
與
伊
。
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李
賢　

師
に
從
っ
て
學
ぶ
に
、
或
る
ひ
と
其
の
業
の
進
ま
ざ
る
を
譏
る
。
答
え
て
曰
く
、「
豈
に
能
く
徒
を
領
し

て
受
業
せ
ん
や
？ 

忠
孝
の
道
の
如
き
に
至
っ
て
は
、
實
に
心
に
銘
ず
」
と
。
誰
か
知
ら
ん
學
の
進
む
る
處
、
好

ん
で
師
と
爲
る
に
在か

か

わ
ら
ざ
る
を
？ 

好よ
ろ

し
く
心
に
銘
ず
る
道
を
把も

っ
て
、
分
明
に
伊か
れ

に
説
與
せ
ん
。

［
五
］
南
宋
陸
九
淵
撰
『
象
山
集
』
卷
三
（
同
右
）

某
讀
書
只
看
古
註
，
聖
人
之
言
自
明
白
。
且
如
弟
子
入
則
孝
，
出
則
弟
，
是
分
明
説
與
你
．．
入
便
孝
，
出
便
弟
，
須

得
傳
註
學
者
疲
精
神
於
此
？ 

是
以
擔
子
越
重
，
到
某
這
裡
，
只
是
與
他
減
擔
。
只
此
便
是
格
物
。

某そ
れ
が
し

書
を
讀
む
に
只
だ
古
註
を
看
る
の
み
に
し
て
、
聖
人
の
言
自
ら
明
白
な
り
。
且
つ
「
弟
子
入
り
て
は
則
ち

孝
、
出
で
て
は
則
ち
弟
」
の
如
き
は
、
是
れ
分
明
に
你
に
説
與
せ
り
。「
入
り
て
は
便
ち
孝
、
出
で
て
は
便
ち
弟
」

に
、
何
ぞ
傳
註
學
者
の
精
神
を
此
に
疲
れ
し
む
る
を
須も

ち

い
ん
や
？ 

是こ
こ

を
以
て
擔
子
越い
よ
いよ
重
く
し
て
、
某
そ
れ
が
しの
這と
こ
ろ裡

に
到
ら
ば
、
只た是
だ
他か
れ

の
與た
め

に
擔
を
減
ず
。
只
だ
此
れ
便す
な
わ是
ち
格
物
な
り
。

　

こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、「
説
與
（
似
）」
の
下
に
置
か
れ
る
名
詞
（
指
示
代
名
詞
）
は
す
べ
て
目
的
語
で

あ
っ
て
、
主
語
に
は
な
り
得
ず
、
例
外
は
ひ
と
つ
も
な
い
。「
説
與
～
」
は
「
説
き
て
～
に
與
う
」、「
～
に
與た

い

し
て
説い

う
」

（「
説
似
～
」
も
同
義
）
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
あ
と
に
對
象
を
示
す
が
、「
説
與
」
の
後
ろ
に
對
象
を
示
す
目
的
語
が
省
略
さ

れ
て
二
字
が
一
語
に
固
定
し
た
例
も
あ
る
。
例
え
ば
明
代
の
詩
に
、

［
六
］『
石
倉
歷
代
詩
選
』
卷
二
九
一
、
孫
蕡
「
閨
怨
詩
」（
四
庫
全
書
集
部
總
集
類
）

接
得
封
書
妾
自
開
，
分
明
説
與
便
歸
來
。
千
囘
枕
上
聽
春
雨
，
幾
度
階
前
掃
緑
苔
。
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封
書
を
接う
け
と
り得
て
妾
自
ら
開
く
に
、
分
明
に
説
與
す
ら
く
便た
だ

ち
に
歸
り
來
ら
ん
と
。

（
こ
れ
ま
で
）
千
囘
も
枕
上
に
春
雨
を
聽
き
、
幾
度
か
階
前
に
緑
苔
を
掃
え
る
に
。

　

し
た
が
っ
て
、
入
矢
氏
の
指
摘
は
正
し
い
の
で
あ
る
。

　

で
は
、「
虛
堂
送
別
偈
」
は
從
來
ど
の
よ
う
に
讀
ま
れ
て
き
た
か
。
現
代
日
本
語
譯
の
附
さ
れ
た
代
表
的
な
例
を
舉
げ
て

み
る
。

［
一
］
中
島
鐵
心
「
虛
堂
錄
」（
西
谷
啓
治
編
『
講
座
禪
』
第
六
卷
［
中
國
の
古
典
］、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
）

日
本
の
南な
ん

浦ぽ

知し

客か

を
送
る

門
庭
を
敲こ

う
か
つ磕
し
て
細
に
揣し

ま磨
し　
　

路ろ

頭と
う

盡
る
處
再
び
經
過
す

明
明
に
説
與
す
虛き

堂ど
う

叟そ
う　
　

東
海
の
兒
孫
日
に
轉
う
た
た

多
か
ら
ん

日
本
の
南
浦
紹
明
知
客
の
歸
國
を
送
る
―
―
宗
風
家
風
を
洽
く
尋
求
穿
鑿
し
、
切
磋
琢
磨
の
功
を
積
み
、
理
義
も

實
地
も
微
細
を
盡
く
し
た
上
で
（
悟
味
を
消
化
し
盡
く
し
て
）
眞
境
を
打
開
し
、
自
由
自
在
を
得
ま
し
た
。
さ
て
、

今
度
郷
國
に
歸
り
ま
す
。
そ
な
た
の
名
前
の
紹
明
に
ち
な
み
私
は
、
明
々
白
々
に
保
證
し
ま
す
―
―
わ
が
法
孫
は

日
本
國
で
日
を
追
う
て
繁
榮
す
る
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
―
―
そ
う
あ
り
た
い
も
の
で
す
―
―　

。

［
二
］
荒
木
見
悟
「
大
應
と
智
愚
」（
日
本
の
禪
語
錄
三
『
大
應
』、
講
談
社
、
一
九
七
八
）

敲
磕
門
庭
細
揣
磨　
　

門
庭
を
敲こ
う
か
つ磕
し
て
細こ
ま
かに
揣
磨
し　

路
頭
盡
處
再
經
過　
　

路
頭
盡
く
る
と
こ
ろ
再
び
經
過
す
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明
明
説
與
虛
堂
叟　
　

明
明
に
説
與
す
虛
堂
叟　

東
海
兒
孫
日
轉
多　
　

東
海
の
兒
孫
日
に
う
た
た
多
か
ら
ん

お
前
は
諸
方
の
門
を
た
た
い
て
、
精
細
に
禪
の
奧
義
を
み
が
き
上
げ
、
行
き
つ
く
べ
き
と
こ
ろ
に
行
き
つ
い
て
、

再
び
日
本
へ
歸
る
こ
と
と
な
っ
た
。
わ
し
は
何
も
か
も
明
ら
さ
ま
に
お
前
に
授
け
終
っ
た
（
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
成

長
し
て
く
れ
た
）。
こ
れ
か
ら
お
前
の
力
に
よ
り
、
日
本
で
は
日
ご
と
に
禪
宗
が
榮
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
は
第
三
句
の
主
語
を
「
虛
堂
叟
」
と
す
る
明
ら
か
な
誤
讀
の
例
で
あ
る
⑴
。
ち
な
み
に
、
虛
堂
偈
の
第
三
句
「
明
明

説
與
虛
堂
叟
」
の
讀
み
に
つ
い
て
は
、
萬
治
元
年
（
一
六
五
八
）
に
龍
溪
性
潛
（
一
六
〇
二
～
一
六
七
〇
）
が
著
し
た
『
虛

堂
錄
義
事
』
に
は
「
明
打
南
浦
名
」、
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
に
無
著
道
忠
（
一
六
五
三
～
一
七
四
五
）
が
著
し
た
『
虛

堂
錄
犂
耕
』
に
は
「
打
名
明
字
」
と
注
し
て
、「
明
明
説
與
虛
堂
叟
」
の
「
明
明
」
が
明
知
客
の
「
明
」
で
あ
る
と
い
う
よ

う
な
無
駄
な
こ
と
し
か
言
っ
て
お
ら
ず
、
第
三
句
全
體
の
解
釋
は
一
切
な
い
。
し
た
が
っ
て
必
ず
し
も
、
江
戸
時
代
ま
で

「
明
明
説
與
虛
堂
叟
」
を
、
虛
堂
を
主
語
、
南
浦
を
目
的
語
に
讀
む
と
い
う
理
解
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
貝
葉
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
増
冠
傍
註
虛
堂
和
尚
語
錄
』（
高
木
台
岳
校
訂
）
に
は
、
こ
の
部

分
に
關
す
る
注
は
一
切
な
い
。
こ
の
偈
の
解
釋
が
現
れ
た
の
は
、
管
見
の
限
り
で
は
荻
須
純
道
氏
が
最
初
で
あ
る
。
氏
が

「『
明
明
に
説
與
す
』
と
は
明
ら
か
に
南
浦
紹
明
に
説
與
す
る
の
意
で
あ
る
⑵
」
と
誤
っ
て
解
し
た
の
が
發
端
と
な
り
、
以
後

の
研
究
者
が
こ
の
主
客
顚
倒
し
た
解
を
鵜
呑
み
に
し
て
、
こ
こ
半
世
紀
の
現
代
人
に
よ
る
誤
讀
が
傳
統
の
讀
み
と
さ
れ
た
可

能
性
も
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
散
文
な
ら
ば
「
虛
堂
叟
明
明
説
與
」
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を
平
仄
を
合
わ
せ
る
た
め
に
、
倒
裝
し
て
「
明

明
説
與
虛
堂
叟
」
と
し
た
の
だ
と
い
う
解
釋
が
あ
る
。
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［
三
］
西
尾
賢
隆
「
虛
堂
智
愚
か
ら
南
浦
紹
明
へ
」（
西
山
美
香
編
『
ア
ジ
ア
遊
學
』
第
一
四
二
號
「
古
代
中
世
日
本
の
内
な
る

禪
」
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
）

敲
磕●

門
庭○

細
揣●

磨◎

　
　

門
庭
を
敲こ
う

磕か
つ

し
て
細
か
に
揣し

磨ま

し
、

路
頭○

盡
處●

再
經○

過◎

　
　

路
頭
盡
く
る
處
再
び
經
過
す
。

明
明○

説
與●

虛
堂○

叟　
　

明
明
に
説
與
す
虛
堂
叟
、

東
海●
兒
孫○

日
轉●

多◎

　
　

東
海
の
兒
孫
日
に
轉う
た

た
多
か
ら
ん
。

【
譯
】
明
さ
ん
は
私
の
關
鍵
を
參
問
し
子
細
に
點
檢
し
、
道
の
更
に
參
ず
べ
き
と
こ
ろ
が
な
く
な
り
も
と
の
來
た

路
を
還
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
虛
堂
が
は
っ
き
り
言
っ
て
や
ろ
う
、
日
本
で
の
法
孫
が
日
に
日
に
多
く
な
る
だ
ろ

う
。

　

こ
の
「
日
多
之
記
」
と
よ
ば
れ
る
虛
堂
の
偈
は
、
入
矢
義
高
氏
は
「
大
應
國
師
の
偈
」
と
す
る
。
そ
れ
は
轉
句
を

「
明
明
に
虛
堂
叟
に
説
與
す
（
明
明
説
與
虛
堂
叟
）」
と
し
か
讀
め
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
も
し
こ
れ
が
散
文
だ

と
、
そ
の
通
り
だ
が
、
こ
れ
は
七
絶
の
中
な
の
で
「
虛
堂○

叟
明○

明
説●

與
」
と
し
た
の
で
は
、
詩
の
リ
ズ
ム
か
ら
外
れ
て

し
ま
う
の
で
、
偈
の
よ
う
な
句
作
り
に
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
偈
は
、『
虛
堂
錄
』
卷
十
、
新
添
の
と
こ
ろ
に
入
っ
て

い
る
と
い
う
點
で
は
大
應
、
南
浦
作
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
大
應
の
塔
銘
に
も
こ
の
偈
が
入
っ
て
い
て
、

撰
者
の
用
章
廷
俊
の
添
削
を
經
て
い
る
の
で
、
用
章
も
月
堂
宗
規
撰
行
狀
所
載
の
ま
ま
こ
の
偈
を
塔
銘
に
插
入
し
て
い

る
と
言
い
得
る
。
そ
れ
に
虛
堂
の
偈
は
、『
一
帆
風
』
に
天
台
惟
俊
以
下
四
十
三
人
の
七
絶
と
共
に
入
っ
て
い
る
。
そ

れ
に
は
苕
谿
慧
明
の
序
が
同
年
の
冬
に
記
さ
れ
て
い
る
。
南
浦
作
と
い
う
よ
り
も
虛
堂
作
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
以

上
か
ら
、
從
來
の
讀
み
に
從
う
。
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西
尾
氏
は
平
仄
の
制
約
か
ら
下
三
字
に
主
語
を
置
い
た
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
先
に
舉
げ
た
用
例
を
見
て
も
わ
か
る

よ
う
に
、
詩
偈
と
散
文
を
問
わ
ず
「
説
與
（
似
）」
の
あ
と
に
置
か
れ
た
名
詞
が
一
句
の
主
語
に
な
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

な
お
、
西
尾
氏
は
「
虛
堂
送
別
偈
」
が
『
一
帆
風
』
の
中
に
存
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
作
者
を
虛
堂
と
見
做
さ
れ
た
が
、
こ

れ
は
『
一
帆
風
』
の
成
立
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
か
ら
別
稿
に
ゆ
ず
り
、
い
ま
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
。

　

で
は
、
入
矢
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
南
浦
の
僞
作
し
た
偈
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
う
い
ち
ど
偈
全
體
を
讀
み
な

お
し
、
偈
句
に
は
省
略
さ
れ
た
主
語
を
補
っ
て
譯
し
て
み
よ
う
。

敲
磕
門
庭
細
揣
磨　
　
（
そ
な
た
は
）
わ
が
徑
山
で
商
量
し
仔
細
に
突
き
詰
め
、

路
頭
盡
處
再
經
過　
　

歩
い
て
き
た
道
が
盡
き
て
、
再
び
も
と
の
道
を
歸
っ
て
ゆ
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
明
説
與
虛
堂
叟　
　
（
そ
な
た
は
歸
國
に
際
し
）
は
っ
き
り
と
こ
の
虛わ

し
堂
叟
に
言
っ
た
も
の
だ
、

東
海
兒
孫
日
轉
多　
　
「
日
本
で
は
あ
な
た
の
法
を
受
け
繼
ぐ
者
が
日
ご
と
に
多
く
な
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
！
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
。

　

第
一
、二
句
は
南
浦
の
徑
山
に
お
け
る
開
悟
の
軌
跡
と
歸
國
す
る
こ
と
に
な
っ
た
情
況
を
敍
べ
る
。
主
語
は
や
は
り
「
南

浦
は
」
で
あ
る
。
第
三
句
も
「
南
浦
は
」
と
い
う
主
語
を
補
い
、「
虛
堂
叟
」
を
「
説
與
」
の
目
的
語
に
讀
ん
で
、
何
ら
不

自
然
で
は
な
い
。
虛
堂
が
み
ず
か
ら
を
「
虛
堂
叟
」
と
稱
し
た
例
は
『
虛
堂
錄
』
に
い
く
つ
か
實
例
が
あ
る
⑶
。「
そ
な
た

（
南
浦
）
は
、
歸
國
に
際
し
て
わ
し
に
は
っ
き
り
と
こ
う
言
っ
た
…
…
」
第
四
句
が
そ
の
内
容
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
解

釋
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
偈
を
虛
堂
作
と
し
て
不
都
合
は
起
こ
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
入
矢
氏
は
第
三
句
を
正
し
く
讀
ま
れ
た

が
、
こ
の
偈
が
「
虛
堂
叟
」
を
主
語
に
讀
む
偈
と
し
て
傳
承
さ
れ
て
き
た
と
い
う
通
説
を
受
け
て
、
そ
れ
な
ら
ば
こ
の
偈
は
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南
浦
の
僞
作
で
あ
る
と
斷
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
右
の
よ
う
に
理
解
す
る
な
ら
ば
、
作
者
は
南
浦
で
は
な
く
て
、
從
來

ど
お
り
虛
堂
の
作
と
見
て
よ
い
の
で
あ
る
⑷
。

二
．「
虛
堂
送
別
偈
」
の
周
邊

　

こ
の
偈
が
初
め
て
登
場
し
た
『
虛
堂
和
尚
語
錄
』
新
添
を
見
よ
う
。

送
日
本
南
浦
知
客

敲
磕
門
庭
細
揣
磨
，
路
頭
盡
處
再
經
過
。
明
明
説
與
虛
堂
叟
，
東
海
兒
孫
日
轉
多
。

明
知
客
自
發
明
後
，
欲
告
歸
日
本
。
尋
照
知
客
、
通
首
座
、
源
長
老
，
聚
頭
説
龍
峯
會
裏
家
私
，
袖
紙
求
法
語
。
老
僧

今
年
八
十
三
，
無
力
思
索
，
作
一
偈
以
贐
行
色
。
萬
里
水
程
，
以
道
珍
衞
。
咸
淳
丁
卯
秋
。
住
大
唐
徑
山
智
愚
書
于
不

動
軒
。（T

47.p1063a

）

　　

新
添
部
分
は
『
虛
堂
和
尚
語
錄
』
が
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
際
に
増
補
さ
れ
た
部
分
で
あ
り
、「
虛
堂
送
別
偈
」
は
日
本
人

の
手
に
よ
っ
て
、『
虛
堂
和
尚
語
錄
』
の
中
に
收
錄
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

現
行
本
『
虛
堂
和
尚
語
錄
』
全
十
卷
は
、
前
錄
七
卷
、
後
錄
三
卷
、
新
添
よ
り
成
り
、
最
終
的
に
日
本
で
今
の
形
態
と

し
て
成
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
錄
は
虛
堂
の
生
前
、
お
そ
ら
く
咸
淳
元
年
か
ら
五
年
（
一
二
六
五
～
一
二
六
九
）
の
間

に
、
卷
一
「
嘉
興
府
疏
」
か
ら
卷
七
「
偈
頌
」
に
至
る
前
錄
が
刊
行
さ
れ
、
後
錄
は
咸
淳
五
年
（
一
二
六
九
）
十
月
七
日

の
虛
堂
示
寂
か
ら
二
ヶ
月
後
の
十
二
月
に
、
福
州
鼓
山
で
虛
堂
の
法
嗣
の
寶
葉
妙
源
（
一
二
〇
七
～
一
二
八
一
）
の
手
に
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よ
っ
て
、
卷
八
「
興
聖
寺
請
疏
」
か
ら
卷
十
「
妙
源
跋
」
ま
で
が
後
錄
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
新
添
が
、
正
和
二
年

（
一
三
一
三
）
に
日
本
の
龍
翔
寺
（
京
都
太
秦
安
井
）
で
、
南
浦
の
法
嗣
の
絶
崖
宗
卓
（
？
～
一
三
三
四
）
に
よ
っ
て
ま
と
め

ら
れ
、
こ
こ
に
お
い
て
現
行
本
『
虛
堂
和
尚
語
錄
』
全
十
卷
が
成
っ
た
。
南
浦
示
寂
か
ら
四
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
絶
崖
宗

卓
の
日
本
刊
行
跋
に
は
そ
の
こ
と
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

祖
翁
在
世
，
語
錄
二
帙
，
刊
流
天
下
。
宋
咸
淳
五
年
，
晉
之
續
錄
後
集
，
已
成
三
卷
。
而　

本
朝
未
刊
行
之
。
先
師
常

爲
言
，
而
未
果
成
也
。
爲
人
之
後
者
，
曷
無
勇
為
乎
？ 

仍
搜
遺
逸
，
新
添
數
紙
於
後
錄
之
尾
，
鋟
梓
于
龍
翔
。
正
和

癸
丑
開
爐
日
。
拙
孫
宗
卓
敬
書
。（T
47.p1064b

）

祖
翁
在
世
の
と
き
、
語
錄
二
帙
あ
り
て
天
下
に
刊
流
す
。
宋
咸
淳
五
年
、
晉
之
（
妙
源
）
後
集
を
續
錄
し
、
已
に

三
卷
を
成
す
。
而
る
に
本
朝
に
は
未
だ
こ
れ
を
刊
行
せ
ず
。
先
師
常
に
（
わ
が
）
爲
に
言
う
も
、
未
だ
成
す
を
果

た
さ
ず
。
人
の
後
と
爲
る
者
、
曷い

づ
くん
ぞ
勇
ん
で
爲
す
無
か
ら
ん
や
？ 

仍よ

り
て
遺
逸
を
搜
り
て
，
數
紙
を
後
錄
の

尾
に
新
添
し
、
龍
翔
に
鋟
梓
す
。
正
和
癸
丑
開
爐
の
日
、
拙
孫
宗
卓
敬
ん
で
書
す
。

　

ま
た
、
刊
行
に
際
し
て
閑
極
法
雲
（
一
二
一
五
～
？
、
虛
堂
の
法
嗣
）
が
虛
堂
示
寂
五
年
後
の
咸
淳
十
年
（
一
二
七
四
）
に

撰
し
た
虛
堂
の
「
行
狀
」
を
新
添
の
後
に
附
し
た
。
こ
の
處
置
を
絶
崖
宗
卓
は
「
行
狀
」
の
後
に
、

行
狀
或
唐
刊
系
在
後
錄
末
。
今
本
不
見
，
故
付
于
此
。（T

47.p1064b

）

行
狀
は
或
る
唐
刊
に
は
系か

け
て
後
錄
の
末
に
在
り
。
今
本
に
は
見
え
ず
、
故
に
此
に
付
す
。
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と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
虛
堂
の
語
錄
に
は
示
寂
直
後
の
咸
淳
五
年
刊
本
（
右
に
い
う
「
今
本
」）
が
あ
っ
た
ほ
か
に
、

行
狀
を
附
し
た
咸
淳
十
年
以
降
の
再
刊
本
（
右
に
い
う
「
唐
刊
」）
も
當
時
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
『
虛
堂
和
尚
語
錄
』
全
十
卷
の
う
ち
最
後
尾
に
載
せ
ら
れ
た
新
添
が
、
南
浦
の
示
寂
後
に
そ
の
法
嗣
の
日
本
人
僧
に
よ
っ

て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
收
め
る
「
虛
堂
送
別
偈
」
の
墨
蹟
が
、
當
時
日
本
の
い
ず
れ
か
に
存
在
し
、

『
虛
堂
和
尚
語
錄
』
新
添
へ
收
錄
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
「
虛
堂
送
別
偈
」
の
原
本
墨
蹟
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

　
〈
東
海
日
多
〉
の
懸
記
は
も
と
金
龍
院
に
あ
っ
た
が
、
後
、
前
田
家
に
移
り
、
さ
ら
に
江
戸
の
寅
年
の
大
火
に
て
燒

失
し
た
と
い
わ
れ
る
。（
有
吉
佐
和
子
・
小
堀
南
嶺
編
『
古
寺
巡
禮
京
都
⑯
大
德
寺
』［
淡
交
社
、
一
九
七
七
］
の
「
虛
堂
智

愚
頂
相
」
の
圖
版
解
説
）

　

虛
堂
送
別
の
偈
を
〈
虛
堂
日
多
の
懸
記
〉
と
い
い
、
舊
瑞
峰
院
（
一
説
金
龍
院
）
藏
で
あ
っ
た
の
が
加
賀
の
前
田
家

に
移
り
、
更
に
江
戸
の
大
火
で
燒
失
し
た
と
い
う
。
舊
瑞
峰
院
藏
と
は
、
崇
福
寺
に
あ
っ
た
の
を
大
友
宗
麟
が
何
か

の
理
由
で
入
手
し
た
も
の
を
瑞
峰
院
に
收
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。（
山
田
宗
敏
著
『
大
德
寺
と
一

休
』
禪
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
六
）

と
い
う
消
息
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
た
し
か
に
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
も
と
大
應
派
下
の
寺
院
に
あ
っ

た
こ
と
、
さ
ら
に
加
賀
の
前
田
家
に
移
っ
た
こ
と
、
そ
れ
が
江
戸
の
寅
年
の
大
火
⑸
（
文
化
三
年
［
一
八
〇
六
］
三
月
四
日
）

で
燒
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
傳
聞
が
何
に
據
っ
た
の
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
京
都
か
ら
加
賀
へ
、
さ
ら
に
江
戸
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へ
移
さ
れ
て
燒
失
し
た
と
い
う
、
そ
の
事
情
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、「
虛
堂
送
別
偈
」
は
『
一
帆
風
』
と
は
別
行
し

て
單
獨
で
も
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
京
都
の
龍
光
院
と
彦
根
の
龍
潭
寺
に
は
、
虛
堂
の
眞
筆
と
さ
れ
る
「
虛
堂
送
別
偈
」
の
拓
本
（
原
石
未
詳
）

が
所
藏
さ
れ
て
い
る
。『
虛
堂
和
尚
語
錄
』、『
圓
通
大
應
國
師
語
錄
』、『
一
帆
風
』
に
載
す
る
虛
堂
偈
と
は
違
い
、
こ
れ
に

は
序
（「
明
知
客
自
發
明
後
～
」
の
部
分
）
が
附
さ
れ
て
お
ら
ず
、
題
、
偈
、
款
記
が
あ
る
の
み
で
あ
る
（
圖
１
）。
し
か
る

に
こ
の
筆
蹟
を
虛
堂
が
翌
年
（
咸
淳
四
年
）
に
書
い
た
墨
蹟
（
圖
２
）
と
比
べ
て
み
る
と
、
虛
堂
晩
年
の
獨
特
の
書
き
癖
が

ま
っ
た
く
見
ら
れ
ず
、
別
人
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
と
斷
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

新
添
中
に
は
「
虛
堂
送
別
偈
」
以
外
に
南
浦
が
將
來
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
答
蓬
萊

宣
長
老
書
」（T

47.p1063a
）
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
は
虛
堂
智
愚
が
弟
子
の
無
示
可
宣
へ
與
え
た
書
簡
で
あ
る
。
す
で
に

西
尾
賢
隆
論
文
（
一
九
九
九
）
や
佐
藤
秀
孝
論
文
（
二
〇
〇
六
）、
許
紅
霞
論
文
（
二
〇
一
一
）
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
南

浦
は
咸
淳
三
年
（
一
二
六
七
）
秋
に
徑
山
を
下
り
た
後
、
翌
年
の
夏
ご
ろ
ま
で
歸
國
の
船
を
待
っ
て
明
州
に
滯
在
し
て
お

り
、
そ
の
際
に
無
示
可
宣
や
禹
溪
一
了
と
い
っ
た
虛
堂
の
弟
子
た
ち
に
會
い
、
彼
ら
か
ら
も
送
別
偈
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
お

そ
ら
く
こ
の
書
簡
も
、
南
浦
が
「
虛
堂
送
別
偈
」
や
『
一
帆
風
』
の
諸
偈
と
と
も
に
日
本
へ
持
ち
歸
っ
た
も
の
に
ち
が
い
な

い
⑹
。

　

さ
て
、「
虛
堂
送
別
偈
」
は
『
虛
堂
和
尚
語
錄
』
新
添
の
ほ
か
に
、『
圓
通
大
應
國
師
語
錄
』
塔
銘
中
に
も
見
出
さ
れ
る
。

咸
淳
三
年
秋
，
師
辭
歸
日
本
。
堂
贈
以
偈
曰
．．「
敲
磕
門
庭
細
揣
摩
，
路
頭
盡
處
再
經
過
。
明
明
説
與
虛
堂
叟
，
東
海
兒

孫
日
轉
多
。」
復
書
其
後
曰
．．「
明
知
客
自
發
明
後
，
欲
告
歸
日
本
。
尋
照
知
客
、
通
首
座
、
源
長
老
，
聚
頭
語
龍
峯
會

裏
家
私
，
袖
紙
求
法
語
。
老
僧
今
年
八
十
三
，
無
力
思
索
，
作
一
偈
以
贐
行
，
萬
里
水
程
，
以
道
珍
衞
。」（T

80.p127a

）
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圖１ 虚堂の眞筆とされている墨蹟の拓本。京都龍光院と彦
根龍潭寺に所藏が確認されている。「咸淳丁卯」は咸
淳三年。

圖２　虚堂智愚筆「送僧偈」（重要文化財）正木美術館藏。
「咸淳戊辰」は咸淳四年。



273

禅文化研究所紀要 第32号（平成25年11月）

　　
『
圓
通
大
應
國
師
語
錄
』
上
下
二
卷
は
、
應
安
五
年
（
一
三
七
二
）
に
、
こ
れ
も
『
虛
堂
和
尚
語
錄
』
正
和
二
年

（
一
三
一
三
）
刊
本
と
同
じ
龍
翔
寺
に
お
い
て
、
南
浦
の
法
嗣
で
あ
る
滅
宗
宗
興
（
一
三
一
〇
～
一
三
八
二
）
に
よ
り
刊
行
さ

れ
た
。
塔
銘
は
、
南
浦
の
法
嗣
で
あ
る
月
堂
宗
規
（
一
二
八
五
～
一
三
六
一
）
が
、
聖
福
寺
（
筑
前
博
多
）
の
住
持
で
あ
っ

た
時
に
作
成
し
た
南
浦
の
行
狀
を
、
無
我
省
吾
（
一
三
一
〇
～
一
三
八
一
）
が
至
正
二
十
五
年
（
一
三
六
五
）
年
四
月
に
攜

え
て
入
元
し
、
杭
州
中
天
竺
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
大
慧
派
の
用
章
廷
俊
（
一
二
九
九
～
一
三
六
八
）
に
依
頼
し
て
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
塔
銘
は
月
堂
宗
規
の
撰
し
た
南
浦
の
行
狀
に
も
と
づ
き
、
元
僧
で
あ
る
用
章
廷
俊
の
添
削
を
經
て
塔
銘
と
な
っ
た

が
、
問
題
は
こ
の
塔
銘
の
中
に
、
明
ら
か
に
創
作
と
い
え
る
記
述
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

文
永
七
年
秋
，
徙
西
都
，
出
世
築
州
之
興
德
禪
寺
。
遂
以
嗣
法
書
并
入
院
語
，
因
曇
侍
者
呈
徑
山
。
堂
得
之
大
喜
，
謂

衆
曰
．．「
吾
道
東
矣
。」
其
爲
堂
器
重
如
此
。（T

80.p127b

）

文
永
七
年
の
秋
、
西
都
に
徙う
つ

り
、
築
州
の
興
德
禪
寺
に
出
世
す
。
遂か
く

て
嗣
法
の
書
并
び
に
入
院
の
語
を
以
て
、
曇

侍
者
に
因
り
て
徑
山
に
呈
す
。
堂
こ
れ
を
得
て
大
い
に
喜
び
、
衆
に
謂
い
て
曰
く
、「
吾
が
道
東
せ
り
」
と
。
其

の
堂
に
器
重
せ
ら
る
る
こ
と
此
の
如
し
。

　

こ
れ
は
、
曇
侍
者
が
、
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
の
秋
に
興
德
寺
で
南
浦
が
出
世
開
堂
し
た
と
き
の
嗣
法
の
書
と
入
院
の

語
を
攜
え
て
宋
に
渡
り
、
徑
山
に
登
っ
て
虛
堂
に
呈
し
、
虛
堂
が
そ
れ
を
得
て
、「
吾
が
道
東
せ
り
」
と
喜
ん
だ
と
い
う
記

述
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
永
七
年
は
、
宋
咸
淳
六
年
に
あ
た
り
、
虛
堂
は
そ
の
前
年
の
咸
淳
五
年
十
月
に
示
寂
し
て
い
る
た
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め
、
南
浦
の
嗣
法
の
書
と
入
院
の
語
を
虛
堂
に
呈
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
は
な
い
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
創
作
で
あ
り
、
大

應
派
の
權
威
づ
け
の
意
圖
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
南
浦
の
法
嗣
が
師
の
南
浦
の
沒
後
に
、
虛
堂
か
ら
の
印
可
證
明
の
偈
と
し
て
「
虛
堂
送
別
偈
」
を

『
虛
堂
和
尚
語
錄
』
や
『
圓
通
大
應
國
師
語
錄
』
を
編
集
す
る
際
に
插
入
し
た
こ
と
は
、
南
浦
や
大
應
派
の
彼
ら
が
虛
堂
の

兒
孫
、「
東
海
の
兒
孫
」
で
あ
る
と
い
う
法
系
上
の
地
位
の
確
立
を
意
圖
し
た
一
連
の
行
爲
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
偈
の
贈
ら
れ
る
三
年
前
の
咸
淳
元
年
（
一
二
六
四
）
六
月
、
虛
堂
が
淨
慈
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
時
、
す

で
に
南
浦
は
歸
國
の
想
い
を
抱
い
て
お
り
、
畫
師
に
虛
堂
の
壽
像
を
描
か
せ
、
そ
の
贊
を
虛
堂
に
請
う
た
。
そ
の
際
の
頂
相

は
原
本
が
現
在
も
大
德
寺
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
贊
を
見
る
と
内
容
は
南
浦
を
評
價
し
佛
法
の
東
傳
を
期
待
す
る
も

の
、
ま
さ
に
印
可
證
明
な
の
で
あ
る
。

紹
既
明
白
，
語
不
失
宗
。
手
頭
簸
弄
，
金
圈
栗
蓬
。
大
唐
國
裡
無
人
會
，
又
却
乘
流
過
海
東
。

紹
明
知
客
，
相
從
茲
久
。
忽
起
還
郷
之
興
，
繪
老
僧
陋
質
請
贊
。
時
咸
淳
改
元
夏
六
月
，
奉
敕
住
持
大
宋
淨
慈
虛
堂
叟

知
愚
書
。

紹
既
に
明
白
、
語
宗
を
失
わ
ず
。
手
頭
簸
弄
す
、
金
圈
栗
蓬
。
大
唐
國
裡
に
人
の
會
す
る
無
し
、
又
た
却
っ
て
流

に
乘
じ
て
海
東
に
過
ぐ
。

紹
明
知
客
、
相
い
從
う
こ
と
茲
に
久
し
。
忽
ち
還
郷
の
興
を
起
こ
し
、
老
僧
の
陋
質
を
繪
か
し
め
て
贊
を
請
う
。

時
に
咸
淳
改
元
夏
六
月
、
敕
を
奉
じ
て
大
宋
淨
慈
に
住
持
す
る
虛
堂
叟
知
愚
書
す
。
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こ
の
贊
は
『
虛
堂
和
尚
語
錄
』
後
錄
（
卷
之
十
、
眞
贊
）
に
「
日
本
紹
明
知
客
請
」
と
題
し
て
收
錄
さ
れ
（T

47.

p1061c

）、
ま
た
『
圓
通
大
應
國
師
語
錄
』
塔
銘
に
も
記
述
さ
れ
て
い
る
（T

80.p127a

）
も
の
で
あ
る
が
、
問
題
は
、
ど
う

し
て
三
年
前
に
與
え
た
印
可
證
明
を
、「
虛
堂
送
別
偈
」
で
再
び
與
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
江
戸

時
代
前
期
に
中
國
か
ら
渡
來
し
た
黄
檗
僧
の
來
歷
を
見
る
と
、
印
可
證
明
と
付
法
證
明
が
別
々
に
存
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
明
末
清
初
の
禪
僧
の
慣
習
と
し
て
、
印
可
證
明
は
修
行
を
成
し
終
え
た
時
や
大
悟
し
た
時
に
師
か
ら
弟
子
に
與
え
る
證

明
で
あ
り
、
付
法
證
明
は
そ
の
弟
子
が
師
の
寺
を
繼
い
だ
り
何
れ
か
の
寺
へ
住
持
す
る
節
目
に
師
か
ら
與
え
る
證
明
で
あ

る
と
い
う
⑺
。
そ
の
慣
習
が
南
宋
禪
林
ま
で
遡
る
と
し
た
ら
、
咸
淳
元
年
の
頂
相
贊
は
印
可
證
明
で
、
咸
淳
三
年
の
送
別
偈

は
付
法
證
明
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
（
版
本
『
一
帆
風
』
輪
峰
道
白
の
跋
に
は
、
虛
堂
送
別
偈
を
「
徑
山
付
法
偈
」

と
稱
し
て
い
る
）。
し
か
し
な
が
ら
、
虛
堂
偈
序
に
も
は
っ
き
り
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
送
別
の
偈
な
の
で
あ
っ

て
、
し
い
て
付
法
證
明
と
み
る
必
要
は
な
く
、
日
本
に
お
け
る
後
代
の
扱
い
方
で
印
可
證
明
や
付
法
證
明
と
さ
れ
る
解
釋
が

生
ま
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

注⑴
こ
の
ほ
か
、
入
矢
氏
の
論
文
が
出
た
の
ち
も
依
然
と
し
て
同
じ
理
解
を
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
泉
田
宗
健
（「
日
本
で
の
展
開
―
應
燈
關

一
流
の
禪
」、『
無
へ
―
―
禪
・
美
・
茶
の
こ
こ
ろ
―
―
』
文
英
堂
、
二
〇
〇
五
）、
野
口
善
敬
（「
大
應
國
師
―
―
日
本
臨
濟
禪
の
宗
祖

―
―
」、
圖
錄
『
大
應
國
師
と
崇
福
寺
』
福
岡
市
美
術
館
、
二
〇
〇
七
）
等
。

⑵
荻
須
純
道
「
南
浦
紹
明
の
日
本
禪
宗
史
上
の
地
位
」（『
日
本
中
世
禪
宗
史
』
木
耳
社
、
一
九
六
五
）。

⑶
陳
捷
論
文
（
二
〇
〇
七
）
は
お
そ
ら
く
入
矢
氏
の
文
章
を
指
し
て
、「
日
本
の
研
究
者
は
、
虛
堂
が
自
身
を
〈
虛
堂
叟
〉
と
稱
す
る
こ
と

は
な
い
と
い
う
理
由
で
、
偈
を
僞
作
だ
と
言
っ
て
い
る
」
と
言
う
の
は
誤
解
で
あ
る
が
、
許
紅
霞
論
文
（
二
〇
一
一
）
も
そ
れ
に
同
調
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し
て
い
る
の
は
ま
こ
と
に
不
可
解
で
あ
る
。

⑷
二
〇
一
一
年
九
月
八
日
に
中
國
上
海
玉
佛
禪
寺
で
開
か
れ
た
國
際
學
會
で
、
楊
曾
文
氏
が
こ
の
偈
を
次
の
よ
う
に
解
釋
し
て
發
表
し
た
。

敲
磕
門
庭
細
揣
摩
、
路
頭
盡
處
再
経
過
、
明
明
説
與
虛
堂
叟
、
東
海
兒
孫
日
轉
多
智
愚
在
偈
頌
中
贊
許
紹
明
入
宋
後
曾
歷
參
叢
林
，

反
復
參
究
，
曾
告
訴
智
愚
，
日
本
禪
宗
日
盛
，
松
源
法
系
兒
孫
不
少
。
紹
明
在
宋
前
後
參
學
九
年
，
已
能
够
熟
練
運
用
漢
語
説
法

和
撰
述
。

智
愚
は
こ
の
偈
の
な
か
で
、
紹
明
が
入
宋
後
に
叢
林
を
歷
參
し
て
く
り
か
え
し
參
究
を
し
、
智
愚
に
日
本
の
禪
宗
が
日
ご
と

に
隆
盛
と
な
っ
て
、
松
源
の
法
系
の
子
孫
が
増
え
る
で
し
ょ
う
と
言
っ
た
。
紹
明
は
前
後
九
年
に
わ
た
っ
て
宋
の
禪
林
を
あ

ま
ね
く
參
禪
し
、
す
で
に
熟
練
し
た
中
國
語
を
用
い
て
説
法
や
著
述
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
楊
曾
文
「
日
本
臨
濟
宗
主
流
派
奠
基
人
―
―
大
應
國
師
南
浦
紹
明
」、『
禪
學
・
社
會
・
人
生　

第
二
屆
中
日
臨
濟
禪
學
術
研

究
討
論
會
論
文
集
』
靈
雲
院
國
際
禪
交
流
友
好
協
會　

玉
佛
寺
、
二
〇
一
一
）

　

楊
氏
の
理
解
は
、
南
浦
が
熟
達
し
た
中
國
語
を
も
っ
て
虛
堂
に
告
げ
た
こ
と
に
對
し
て
、
虛
堂
が
賞
贊
し
た
偈
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
、

第
三
句
が
南
浦
を
主
語
と
す
る
讀
み
を
ご
く
自
然
に
し
て
い
る
。

⑸
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
三
月
四
日
に
江
戸
で
起
き
た
大
火
。
通
稱
「
文
化
の
大
火
」。
明
曆
の
大
火
、
明
和
の
大
火
と
と
も
に
、
江
戸

の
三
大
大
火
の
ひ
と
つ
。
丙
寅
の
年
に
起
き
た
の
で
、
寅
年
の
大
火
と
い
わ
れ
、
芝
車
町
か
ら
出
火
し
て
京
橋
、
日
本
橋
、
神
田
、
淺

草
を
燒
き
盡
く
し
た
。

⑹
無
示
可
宣
と
禹
溪
一
了
の
南
浦
へ
の
送
別
偈
は
、『
一
帆
風
』
に
は
收
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

・
無
示
可
宣　

南
屛
明
知
客
訪
別
，
復
還
日
本
故
國
，
謾
以
廿
十
八
字
餞
行
。
宋
鄞
金
文
住
山
可
宣
「
玻
瓈
盞
子
驗
同
盟
，
誰
向
錢
唐

敢
進
程
。
千
里
同
風
一
句
子
，
明
明
舉
似
到
山
城
。」（
重
要
文
化
財
「
無
爾
可
宣
筆
墨
蹟
」
裏
千
家
藏
）

　

・
禹
溪
一
了　

寄
日
本
之
明
公
知
客
「
遠
別
日
東
遊
萬
里
，
宗
猷
叢
處
太
嘉
哉
。
工
夫
穿
向
上
巴
鼻
，
一
喝
機
鋒
輷
怒
雷
。」
雪
豆
小
苾
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蒭
禹
溪
一
了
拜
手
（
江
月
宗
玩
〈
一
五
七
四
～
一
六
四
三
〉
著
『
墨
蹟
之
寫
』
一
七
元
和
五
己
未
下
、
崇
福
寺
藏
）

⑺
服
部
晃
承
氏
の
示
教
に
よ
る
。

參
考
文
獻

・
荻
須
純
道
「
南
浦
紹
明
の
日
本
禪
宗
史
上
の
地
位
」（『
日
本
中
世
禪
宗
史
』
木
耳
社
、
一
九
六
五
）

・
竹
内
尚
次
「
寄
日
本
明
公
知
客
」（『
江
月
宗
玩
墨
蹟
之
寫
〈
禅
林
墨
蹟
鑑
定
日
錄
〉
の
研
究
』
上
、
國
書
刊
行
會
、
一
九
七
六
）

・
玉
村
竹
二
「
詩
軸
集
成
解
題
一
帆
風
」（『
五
山
文
學
新
集
』
別
卷
一
、
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
七
七
）

・
佐
藤
秀
孝
「
虛
堂
智
愚
と
日
本
僧
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
三
十
一
號
の
一
、一
九
八
二
）

・
入
矢
義
高
「
大
應
國
師
の
偈
」（『
同
朋
』
第
八
十
號
、
一
九
八
五
）

・
荒
木
見
悟
「
大
應
と
智
愚
」（『
日
本
の
禪
語
錄
三　

大
應
』
講
談
社
、
一
九
八
七
）

・
玉
村
竹
二
「
大
應
派
に
つ
い
て
」（『
臨
濟
宗
史
』
春
秋
社
、
一
九
九
一
）

・
西
尾
賢
隆
「「
無
爾
可
宣
」
筆
墨
蹟
」（『
中
世
の
日
中
交
流
と
禪
宗
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
）

・
竹
貫
元
勝
「
南
浦
紹
明
と
高
峰
顯
日
」（『
新
日
本
禪
宗
史
―
―
時
の
權
力
者
と
禪
僧
た
ち
―
―
』
禪
文
化
研
究
所
、
九
九
九
）

・
佐
藤
秀
孝
「
虛
堂
智
愚
と
南
浦
紹
明
」（『
禪
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
八
號
、
二
〇
〇
六
）

・
佐
藤
秀
孝
「
虛
堂
智
愚
の
嗣
法
門
人
に
つ
い
て
」（『
駒
澤
大
學
佛
教
學
部
研
究
紀
要
』
第
六
十
四
號
、
二
〇
〇
六
）

・
佐
藤
秀
孝
「
寶
葉
妙
源
と
『
虛
堂
和
尚
語
錄
』」（『
駒
澤
大
學
佛
教
學
部
論
集
』
第
三
十
七
號
、
二
〇
〇
六
）

・
佐
藤
秀
孝
「
雪
蓬
慧
明
の
活
動
と
そ
の
功
績
」（『
駒
澤
大
學
佛
教
學
部
研
究
紀
要
』
第
六
十
八
號
、
二
〇
一
〇
）

・
西
尾
賢
隆
「
中
世
後
期
の
禪
宗
―
―
五
山
派
か
ら
關
山
派
へ
―
―
」（「
臨
濟
宗
妙
心
寺
派
教
學
研
究
紀
要
」
第
九
號
、
二
〇
一
一
）

・
西
尾
賢
隆
「
虛
堂
智
愚
か
ら
南
浦
紹
明
へ
」（
西
山
美
香
編
『
ア
ジ
ア
遊
學
』
第
一
四
二
號 

「
古
代
中
世
日
本
の
内
な
る
「
禪
」」、
勉
誠
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出
版
、
二
〇
一
一
）

・
陳
捷
「
日
本
入
宋
僧
南
浦
紹
明
與
宋
僧
詩
集
《
一
帆
風
》」（『
中
國
典
籍
與
文
化
論
叢
』
第
九
輯
、
二
〇
〇
七
）

・「
南
浦
紹
明
與
《
一
帆
風
》」（
陳
小
法
・
江
静
編
『
徑
山
文
化
與
中
日
交
流
』
上
海
辭
書
出
版
社
、
二
〇
〇
九
）

・
侯
體
健
「
南
宋
禪
僧
詩
集
《
一
帆
風
》
版
本
關
係
蠡
測
兼
向
陳
捷
女
士
請
教
」（『
中
國
典
籍
與
文
化
』
總
第
七
十
一
期
、
二
〇
〇
九
）

・
許
紅
霞
「
日
藏
宋
僧
詩
集
《
一
帆
風
》
相
關
問
題
之
我
見
」（『
中
國
典
籍
與
文
化
論
叢
』
第
十
三
輯
、
二
〇
一
一
）

【
附
記
】

　

本
稿
は
中
瀬
祐
太
朗
「『
一
帆
風
』
の
考
察
―
―
そ
の
成
立
と
虛
堂
偈
の
眞
僞
―
―
」（
二
〇
一
一
年
度
花
園
大
學
文
學
部

國
際
禪
學
科
中
國
ブ
ロ
ッ
ク
卒
業
論
文
）
の
一
部
を
獨
立
さ
せ
、
論
文
指
導
に
當
っ
た
衣
川
が
改
稿
し
、
現
在
建
仁
僧
堂
在

錫
中
の
中
瀬
君
の
了
解
を
得
て
、
こ
こ
に
發
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
南
浦
紹
明
（
大
應
國
師
）
へ
の
宋
代
禪
僧
の
送
別
偈
集

『
一
帆
風
』
を
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
中
瀬
君
の
論
文
指
導
の
一
年
間
、
こ
の
資
料
に
興
味
を
も
っ
た
メ
ル
ク
ー
リ
・
オ
ズ
ワ
ル

ド
（
花
園
大
學
佛
教
學
研
究
科
博
士
課
程
）、
李
薇
（
同
修
士
課
程
）、
橋
本
和
雄
（
花
園
大
學
聽
講
生
）、
プ
ロ
タ
ス
・
ジ
ェ
イ

ソ
ン
（
ア
メ
リ
カ
・
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
學
博
士
生
、
龍
谷
大
學
客
員
研
究
員
）
の
諸
君
た
ち
と
『
一
帆
風
』
を
毎
週
一
首
樂

し
く
會
讀
し
、
議
論
を
か
さ
ね
た
。
そ
の
成
果
は
い
づ
れ
『
一
帆
風
』
譯
注
と
關
聯
論
文
を
あ
わ
せ
、
一
書
と
し
て
公
表
す

る
預
定
で
あ
る
。

（
二
〇
一
二
・
一
二
・
一
六　

衣
川
賢
次
記
）


